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当院における高気圧酸素治療前安全確認方法の
向上に関する取り組み
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【はじめに】
　高気圧酸素治療（HBO）室の適切な運用には，治療前の
安全確認が重要である。近年，米国においてHBO装置使
用中の火災事故が報告されており，事故の未然防止のため
にも当学会が定める安全基準第 35 条および第 36 条1）の遵
守が求められる。特に治療時の装置内への物品持ち込みに
関する確認の徹底は，安全管理上極めて重要である。そこ
で，当院における治療前安全確認方法の向上に関する取り
組みについて報告する。
【経過】
　当院では，昨年度まで，第 1種装置 2台を技士 1名で運
用していた。しかし，治療件数の増加に伴い業務が煩雑化
したため，令和 6年 4月より技士 2名体制とした。さらに，
同年 12 月に第 1種装置を 1台増設し，現在は 3台の装置
を技士 2名で運用している。
【治療前安全確認方法の向上に向けた取り組み】
　治療前の安全確認向上のための取り組みとして，既存
ルールの徹底と治療技士の増員効果についての検討を行っ
た。既存ルールの徹底はHBO室と当該病棟が治療スケ
ジュールを共有することや，入室時における持ち込み禁止
物等の安全確認作業を徹底した。治療技士の増員効果につ
いての検討は，増員により患者入室時業務の分担や，治療
前ダブルチェックの導入が可能となった。特に技士同士で
の情報共有と再確認を目的としたタイムアウトの検討2）は，
「HBO患者申し送り書」を導入し，タイムアウトを実施す
る体制を整えることができた。また，運用を継続する中
で「HBO患者申し送り書」はタイムアウト以外にも，朝の
カンファレンスや治療前の準備物確認チェックシートにも
活用することができ，限られた時間の中で，確実なタイム
アウトを実行するために無くてはならない様式のひとつと
なっている。
【結果・考察】
　技士2名体制の導入により患者入室時業務の分担ができ，
限られた患者入れ替え時間においても安全かつ確実に業務
を遂行できるようになった。また，新たに導入したタイム
アウトを契機に技士同士の情報共有と再確認が徹底され，

装置内への物品持ち込みに関する確認がさらに強化された
と考える。今後も安全管理の向上に向けた取り組みを継続
していきたい。
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